
1.事業者
じぎょうしゃ

の概要
がいよう

事業者
じぎょうしゃ

の名称
めいしょう

法人
ほうじん

所在地
しょざいち

法人
ほうじん

種別
しゅべつ

代表者
だいひょうしゃ

電話
でんわ

番号
ばんごう

2.事業
じぎょう

の目的
もくてき

と運営
うんえい

の方針
ほうしん

事業
じぎょう

の種類
しゅるい

指定
してい

事業所
じぎょうしょ

番号
ばんごう

事業
じぎょう

の目的
もくてき

事業所
じぎょうしょ

の名称
めいしょう

管理者
かんりしゃ

サービス管理
かんり

責任
せきにん

者
しゃ

事業所
じぎょうしょ

の所在地
しょざいち

連絡
れんらく

先
さき

運営
うんえい

方針
ほうしん

開設
かいせつ

年
ねん

月日
がっぴ

定員
ていいん

　１０名
めい

柏尾
はくび

　真道
しんどう

神山
こうやま

　渉
わたる

岐阜県
ぎふけん

揖斐郡
いびぐん

揖斐川町
いびがわちょう

三輪
みわ

１３４７-１

電話
でんわ

番号
ばんごう

　０５８５-２３-１２１２　　ＦＡＸ番号
ばんごう

　０５８５-２３-１１５６

○利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常生活又
にちじょうせいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、利用者
りようしゃ

の

意思
いし

及
およ

び人格
じんかく

を尊重
そんちょう

して、常
つね

に利用者
りようしゃ

の立場
たちば

に立
た

ったサービスの提供
ていきょう

に努
つと

め

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　○地域
ちいき

との結
むす

び付
つ

きを重視
じゅうし

し、市町
しちょう

をはじめ

関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

に努
つと

める。　　　　　　　　　　　　　　　○事業
じぎょう

の実施
じっし

に

　平成
へいせい

２年
ねん

１０月
がつ

１日
にち

理事長
りじちょう

　　大岩
おおいわ

　寿
す

喜
き

子
こ

（おおいわ　すきこ）

０５７５－２２－２３７７

指定
してい

生活
せいかつ

介護
かいご

　平成
へいせい

２３年
ねん

４月
がつ

１日
にち

指定
してい

2112600230

利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した日常生活又
にちじょうせいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
かいご

、創作
そうさく

的
てき

活動
かつどう

、生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

の提供
ていきょう

、その他
た

の便宜
べんぎ

を適切
てきせつ

かつ効果
こうか

的
てき

に行
おこな

う。

揖斐川町
いびがわちょう

福祉
ふくし

作業所
さぎょうしょ

いずみ

指定生活介護
していせいかつかいご

 揖斐川町
いびがわちょう

福祉
ふくし

作業
さぎょう

所
しょ

いずみ　重要事項説明書
じゅうようじこうせつめいしょ

　ご契約者
けいやくしゃ

様
さま

に対
たい

する生活
せいかつ

介護
かいご

サービス提供
ていきょう

開始
かいし

にあたり、厚生
こうせい

労働
ろうどう

省
しょう

令
れい

に基
もと

づいて当
とう

事業所
じぎょうしょ

が説明
せつめい

すべき内
ない

容
よう

は次
つぎ

の通
とお

りです。

社会福祉法人大和社会福祉事業
しゃかいふくしほうじんだいわしゃかいふくしじぎょう

センター

岐阜県
ぎふけん

関市
せきし

春里町
はるさとちょう

三
さん

丁目
ちょうめ

３番
ばん

３４号
ごう

社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん



3.サービスに係
かか

る施設
しせつ

・設備
せつび

の概要
がいよう

建物
たてもの

の構造
こうぞう

　　　軽量
けいりょう

鉄骨
てっこつ

亜鉛
あえん

メッキ鋼板
こうはん

葺
ぶき

（床
ゆか

面積
めんせき

３７４．１３５㎡）

○主
おも

な設備
せつび

設備
せつび

の種類
しゅるい

　　室
しつ

　数
すう

多目的
たもくてき

室
しつ

　　１室
しつ

作業室
さぎょうしつ

１（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

B型
がた

用
よう

） 　　１室
しつ

作業室
さぎょうしつ

２（生活
せいかつ

介護用
かいごよう

） 　　１室
しつ

相談室
そうだんしつ

　　１室
しつ

訓練
くんれん

作業
さぎょう

室
しつ

　　１室
しつ

更衣室
こういしつ

　　２室
しつ

男女別
だんじょべつ

浴室
よくしつ

　　１室
しつ

屋外
おくがい

作業
さぎょう

場
ば

　　１室
しつ

送迎
そうげい

用
よう

車両
しゃりょう

　　３台
だい

揖斐川町
いびがわちょう

内
ない

送迎
そうげい

4.サービス提供
ていきょう

職員
しょくいん

の設置
せっち

状況
じょうきょう

○職員
しょくいん

体制
たいせい

職
しょく

　種
しゅ

管理者
かんりしゃ

サービス管理責任者
かんりせきにんしゃ

生活支援員
せいかつしえんいん

生活支援員
せいかつしえんいん

看護
かんご

師
し

事務員
じむいん

医師
いし

○勤務
きんむ

体制
たいせい

職
しょく

　種
しゅ

管理者
かんりしゃ

サービス管理責任者
かんりせきにんしゃ

生活支援員
せいかつしえんいん

生活支援員
せいかつしえんいん

職業
しょくぎょう

指導員
しどういん

看護師
かんごし

事務員
じむいん

医師
いし

  正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(９：００～１２：００)

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１７：００)

　不定期
ふていき

(利用者
りようしゃ

の健康
けんこう

管理
かんり

に必要
ひつよう

な時間
じかん

)

勤務
きんむ

時間
じかん

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１７：００)

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１７：００)

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１７：００)

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１６：００)

　正規
せいき

の勤務
きんむ

時間
じかん

帯
たい

(８：００～１７：００)

常勤
じょうきん

１名
めい

1

嘱託
しょくたく

１名
めい

0.01

非常勤
ひじょうきん

２名
めい

1.9

非常勤
ひじょうきん

１名
めい

1.1

常勤
じょうきん

１名
めい

1

常勤
じょうきん

２名
めい

２

員
いん

　数
すう

常勤
じょうきん

換算
かんさん

備　考
びこう

常勤
じょうきん

１名
めい

1

20.15㎡

17.82㎡

18.22㎡

各
かく

6㎡

5㎡

50.92㎡

敷地
しきち

面積
めんせき

　　　　１２３６．００㎡

面
めん

　積
せき

備
び

　考
こう

55.5㎡

86.97㎡



5.サービス提供
ていきょう

日
び

とサービス提供
ていきょう

時間
じかん

（1）月
げつ

曜日
ようび

から金曜日
きんようび

　午前
ごぜん

９時
じ

から午後
ごご

３時
じ

４５分
ふん

（2）土
ど

曜日
ようび

　　　　　　午前
ごぜん

９時
じ

から午後
ごご

１時
じ

００分
ふん

（提供
ていきょう

日
び

は事業
じぎょう

計画
けいかく

に基
もと

づく）

6.サービスの実施
じっし

地域
ちいき

　揖斐川
いびがわ

町
ちょう

内
ない

のほか、定員
ていいん

の範囲内
はんいない

で他
ほか

の市町村
しちょうそん

に住所
じゅうしょ

を有
ゆう

する者
もの

のうち通所
つうしょ

可能
かのう

な方
かた

も対象
たいしょう

とします。

7.サービスの内容
ないよう

（1）自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

費
ひ

対象
たいしょう

サービス

サービスの種類
しゅるい

個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の作成
さくせい

介護
かいご

生産
せいさん

活動
かつどう

余暇
よか

活動
かつどう

支援
しえん

自己
じこ

管理
かんり

送迎
そうげい

地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

情報
じょうほう

提供
ていきょう

自分
じぶん

で出来
でき

る範囲
はんい

のことを少
すこ

しずつ広
ひろ

げていけるように支援
しえん

します。

利用者
りようしゃ

心身
しんしん

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえ、安全
あんぜん

に移動
いどう

が出来
でき

るよう支援
しえん

を行
おこな

います。

利用
りよう

者
しゃ

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

できるよう、外出
がいしゅつ

、買
か

い物
もの

、自活
じかつ

訓練
くんれん

等
とう

について心身
しんしん

の特
とくせ

性
い

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

います。

利用者
りようしゃ

が望
のぞ

む情報
じょうほう

に対
たい

して情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

やその収集
しゅうしゅう

方法
ほうほう

などについて支援
しえん

します。

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

や家族
かぞく

の意向
いこう

を踏
ふ

まえて、利用
りよう

者
しゃ

の置
お

かれている環境
かんきょう

や日常生活
にちじょうせいかつぜん

全般
ぱん

の状況
じょうきょう

等
とう

を通
つう

じて課題
かだい

を明
あき

らかにした上
うえ

で、適切
てきせつ

な支援
しえん

内容
ないよう

の把握
はあく

に基
もと

づ

いた到達
とうたつ

目標
もくひょう

を設定
せってい

しケース会議
かいぎ

を経
へ

て個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。

利用
りよう

者
しゃ

の人格
じんかく

を尊重
そんちょう

し、状況
じょうきょう

に応
おう

じた適切
てきせつ

な技術
ぎじゅつ

をもって、食事
しょくじ

・排泄
はいせつ

・整
せい

容
よう

・更衣
こうい

等
とう

、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を行
おこな

います。

利用者
りようしゃ

一人
ひとり

ひとりの主体性
しゅたいせい

を大切
たいせつ

にし、生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

します。主
おも

な生
せい

産活動
さんかつどう

の内容
ないよう

は、せっけん製造
せいぞう

、牛乳
ぎゅうにゅう

パック分別
ぶんべつ

、バリ取
と

りなどです。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<工賃
こうちん

の支払
しはらい

>　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記
じょうき

生産
せいさん

活動
かつどう

における事業
じぎょう

収入
しゅうにゅう

から必要
ひつよう

経費
けいひ

を差
さ

し引
ひ

いた額
がく

に相当
そうとう

する金額
きんがく

を工賃
こうちん

とし

て、生産
せいさん

活動
かつどう

に従事
じゅうじ

している利用者
りようしゃ

に支払
しはら

います。

地域
ちいき

への外出
がいしゅつ

行事
ぎょうじ

への参加
さんか

を通
つう

じて将来地域
しょうらいちいき

において本人
ほんにん

が希望
きぼう

する生活
せいかつ

を送
おく

ることができるための支援
しえん

をします。

健康管理
けんこうかんり

月
つき

に１度
ど

体重
たいじゅう

測定
そくてい

日
び

を設
もう

けて健康
けんこう

管理
かんり

に努
つと

めます。

年
ねん

に２度
ど

健康
けんこう

診断
しんだん

を行
おこ

ない、健康管理
けんこうかんり

に努
つと

めます。

常時
じょうじ

は、衛生
えいせい

面
めん

(手洗
てあら

い、うがい等
とう

)に気
き

を配
くば

り疾病
しっぺい

予防
よぼう

等
とう

に努
つと

めます。

また、緊急時
きんきゅうじ

必要
ひつよう

により主治医
しゅじい

等
とう

に責任
せきにん

を持
も

って引
ひ

き継
つ

ぎます。

（3）国民
こくみん

の祝日
しゅくじつ

、夏期休暇
かききゅうか

（事業計画
じぎょうけいかく

に基
もと

づく年間
ねんかん

カレンダーに定
さだ

める日
ひ

）、年末年始
ねんまつねんし

(事業計画
じぎょうけいかく

に基
もと

づく年
ねん

　　間
かん

カレンダーに定
さだ

める日
ひ

）を除
のぞ

く。

サービスの内容
ないよう



（2）自立支援給付費対象外
じりつしえんきゅうふひたいしょうがい

サービス

サービスの種類
しゅるい

食事
しょくじ

の提供
ていきょう

生産
せいさん

活動
かつどう

創作的
そうさくてき

活動
かつどう

社会
しゃかい

活動
かつどう

8.利用
りよう

料金
りょうきん

9.利用
りよう

者
しゃ

の記録
きろく

及
およ

び情報
じょうほう

の管理
かんり

　事業者
じぎょうしゃ

は、法令
ほうれい

に基
もと

づいて利用
りよう

者
しゃ

の記録
きろく

及
およ

び情報
じょうほう

を適切
てきせつ

に管理
かんり

し、利用者
りようしゃ

の求
もと

めに応
おう

じてその内容
ないよう

を開
かい

示
じ

します。また、記録
きろく

及
およ

び情報
じょうほう

については契約
けいやく

の終了後
しゅうりょうご

５年間
ねんかん

保管
ほかん

します。

　利用
りよう

者
しゃ

の個人
こじん

情報
じょうほう

については、個人
こじん

情報
じょうほう

保護法
ほごほう

にそった対応
たいおう

を行
おこな

います。但
ただ

し、サービス提供
ていきょう

を行
おこな

う上
うえ

での他
た

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や市町
しちょう

及
およ

び関係
かんけい

機関
きかん

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

を要請
ようせい

された場合
ばあい

は利用者
りようしゃ

の同
どう

意
い

に基
もと

づき情報
じょうほう

提供
ていきょう

を致
いた

します。

10.緊急時
きんきゅうじ

及
およ

び事故発生
じこはっせい

時
じ

における対応
たいおう

　当
とう

施設
しせつ

の協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

は下記
かき

の医療
いりょう

機関
きかん

となります

　　　医療
いりょう

機関
きかん

の名称
めいしょう

　　　　　院長
いんちょう

名
めい

　　　　　住
じゅう

　所
しょ

　　　　　電
でん

　話
わ

　　　　　診療
しんりょう

科目
かもく

　揖斐
いび

郡
ぐん

揖斐川
いびがわ

町
ちょう

三輪
みわ

２４９７番地
ばんち

　０５８５－２２－２０００

　内科
ないか

・外科
げか

・小児科
しょうにか

※協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

は、入院治療
にゅういんちりょう

を必要
ひつよう

とする場合
ばあい

に協力
きょうりょく

を依頼
いらい

している医療
いりょう

機関
きかん

です。ただし、優先
ゆうせん

　的
てき

な診療
しんりょう

・入院
にゅういん

治療
ちりょう

を保証
ほしょう

するものではありません。

〈別表
べっぴょう

〉をご参照
さんしょう

ください。

　利用者
りようしゃ

の容態
ようたい

に急変
きゅうへん

が生
しょう

じた場合
ばあい

及
およ

び事故等
じことう

が生
しょう

じた場合
ばあい

は、協力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

または利用者
りようしゃ

の指定
してい

する医療
いりょう

機関
きかん

に連絡
れんらく

する等
とう

、必要
ひつよう

な措置
そち

を速
すみ

やかに講
こう

じます。また、利用者
りようしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

の指定
してい

する者
もの

（身元
みもと

保証人
ほしょうにん

）

に対
たい

して緊急
きんきゅう

に連絡
れんらく

します。

　いびがわ診療所
しんりょうじょ

（揖斐川町
いびがわちょう

福祉作業所
ふくしさぎょうじょ

いずみ　嘱託医
しょくたくい

）

　西脇
にしわき

　健太郎
けんたろう

その他
た

サービス提供
ていきょう

記録
きろく

等
とう

の複写
ふくしゃ

代
だい

。 実費
じっぴ

証明書
しょうめいしょ

諸
しょ

書類
しょるい

の発行
はっこう

代
だい

。 実費
じっぴ

社会
しゃかい

生活
せいかつ

上
じょう

の便宜
べんぎ

にかかる費用
ひよう

。 実費
じっぴ

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

に応
おう

じて、食事
しょくじ

を提供
ていきょう

します。 実費
じっぴ

生産
せいさん

活動
かつどう

、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

及
およ

び社会
しゃかい

活動
かつどう

にかかる費用
ひよう

で、材料
ざいりょう

費
ひ

等
とう

、利用者
りようしゃ

に負担
ふたん

していただくことが適当
てきとう

であるものを負担
ふたん

していただきます。

実費
じっぴ

日常生活上必要
にちじょうせいかつじょうひつよう

となる諸経
しょけいひ

費

利用者
りようしゃ

の希望
きぼう

によって、行事
ぎょうじ

における材料
ざいりょう

費
ひ

等
とう

、教養
きょうよう

娯楽
ごらく

と

して必要
ひつよう

なものを事業
じぎょう

者
しゃ

が提供
ていきょう

する場合
ばあい

に係
かか

る費用
ひよう

を負担
ふたん

し

ていただきます。

実費
じっぴ

サービスの内容
ないよう

費用
ひよう



損害
そんがい

賠償
ばいしょう

を適切
てきせつ

かつ速
すみ

やかに行
おこな

うものとします。

損害
そんがい

保険
ほけん

会社名
かいしゃめい

保険名
ほけんめい

12.苦情等
くじょうとう

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

窓
まど

口
くち

担当
たんとう

者
しゃ

　　　サービス管理
かんり

責任
せきにん

者
しゃ

：神山
こうやま

　渉
わたる

当
とう

事業所
じぎょうしょ

ご利用
りよう

時間
じかん

　　　８：００～１７：００(日
にち

・祝
しゅく

祭日
さいじつ

、年末
ねんまつ

年始
ねんし

休日
きゅうじつ

を除
のぞ

く)

苦情
くじょう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

電話
でんわ

番号
ばんごう

　　　　０５８５-２３-１２１２

※担当者
たんとうしゃ

が不在
ふざい

の場合
ばあい

は、事務
じむ

所
しょ

までお申
もう

し出
で

ください。

※苦情
くじょう

受付
うけつけ

箱
ばこ

を設置
せっち

しておきますのでご利用
りよう

下
くだ

さい。

本
ほん

事業
じぎょう

所
しょ

では、地域
ちいき

にお住
す

まいの以下
いか

の方
かた

を第
だい

三者
さんしゃ

委員
いいん

に選任
せんにん

し、地域
ちいき

住民
じゅうみん

の

立場
たちば

から本事業所
ほんじぎょうしょ

のサービスに対
たい

するご意見
いけん

などをいただいております。利用
りよう

者
しゃ

は、本
ほん

事業所
じぎょうしょ

への苦情
くじょう

やご意見
いけん

は「第三者
だいさんしゃ

委員
いいん

」に相談
そうだん

することもできます。

第
だい

三
さん

者
しゃ

委員
いいん

（連絡
れんらく

先
さき

については、事業所
じぎょうしょ

に掲示
けいじ

してあります）

　村上
むらかみ

　忠一
ちゅういち

　　TEL０５７５-４９-３０６６

　山岸
やまぎし

　美代子
みよこ

　TEL０５８５-５５-２１３８

　杉山
すぎやま

　英一
えいいち

　　TEL０５８５-５５-２８４０

行政
ぎょうせい

機関
きかん

受付
うけつけ

窓口
まどぐち

所在地
しょざいち

　　岐阜市
ぎふし

下
しも

奈良
なら

２－２－１　岐阜県福祉農業会館
ぎふけんふくしのうぎょうかいかん

６Ｆ

県
けん

の窓口
まどぐち

を紹介
しょうかい

　　　　　岐阜
ぎふ

県
けん

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

内
ない

　県
けん

運営
うんえい

適正
てきせい

化
か

委員会
いいんかい

電話
でんわ

番号
ばんごう

　０５８-２７３-１１１１

13.虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

相談
そうだん

担当
たんとう

者
しゃ

　　　サービス管理
かんり

責任
せきにん

者
しゃ

：神山
こうやま

　渉
わたる

ご利用
りよう

時間
じかん

　　　８：００～１７：００(日
にち

・祝
しゅく

祭日
さいじつ

、年末
ねんまつ

年始
ねんし

休日
きゅうじつ

を除
のぞ

く)

電話
でんわ

番号
ばんごう

　　　　０５８５-２３-１２１２

揖斐川町
いびがわちょう

役場
やくば

　揖斐郡揖斐川町三輪
いびぐんいびがわちょうみわ

１３３　　　　TEL０５８５-２２-２１１１

当
とう

事業所
じぎょうしょ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する　

 相談
そうだん

窓口
まどぐち

　事業者
じぎょうしゃ

は、事故
じこ

が発生
はっせい

した場合
ばあい

は、県
けん

、市町
しちょう

村
そん

及
およ

び利用者
りようしゃ

の家族
かぞく

等
とう

に連絡
れんらく

を行
おこな

うとともに必要
ひつよう

な措置
そち

を

講
こう

じ、事故
じこ

の状況
じょうきょう

及
およ

び事故
じこ

に際
さい

して取
と

った処置
しょち

について記録
きろく

するものとします。

　また、万一
まんいち

の事故
じこ

に備
そな

え、下記
かき

の損害保険
そんがいほけん

に加入
かにゅう

するものとし、賠償
ばいしょう

すべき事故
じこ

が発生
はっせい

した場合
ばあい

は、

あいおいニッセイ同和
どうわ

損害
そんがい

保険
ほけん

株式会社
かぶしきがいしゃ

施設
しせつ

所有者
しょゆうしゃ

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

保険
ほけん

苦情
くじょう

解決
かいけつ

責任者
せきにんしゃ

　管理者
かんりしゃ

：柏尾
はくび

　真道
しんどう

11.事故発生
じこはっせい

時
じ

の対応
たいおう



14.非常
ひじょう

災害
さいがい

時
じ

の対策
たいさく

・自動
じどう

火災
かさい

報知
ほうち

器
き

　　　　あり（１ヶ所
しょ

）

・誘導灯
ゆうどうとう

　　　　　　　　あり（４ヶ所
しょ

）

防災設備
ぼうさいせつび

・ガス漏
も

れ報知器
ほうちき

　　　　あり　（多目的
たもくてき

室
しつ

他
ほか

２ヶ所
しょ

）

・非常
ひじょう

放送
ほうそう

設備
せつび

　　　　　なし

カーテン等
とう

は不燃
ふねん

性
せい

のものを使用
しよう

しております。

消防署
しょうぼうしょ

への届
とど

出
で

日
ひ゛

　:令和
れいわ

６年
ねん

　７月
がつ

２日
にち

防火
ぼうか

管理
かんり

者
しゃ

　　 　 :管理者
かんりしゃ

　柏尾
はくび

　真道
しんどう

　（平成
へいせい

２４年
ねん

２月
がつ

８日
にち

修了
しゅうりょう

）

15.当
とう

事業所
じぎょうしょ

をご利用
りよう

の際
さい

に留意
りゅうい

いただく事項
じこう

来訪
らいほう

喫煙
きつえん

貴重品
きちょうひん

等
とう

の管理
かんり

迷惑
めいわく

行為等
こういとう

16.第三者
だいさんしゃ

による評価
ひょうか

の実施状況
じっしじょうきょう

 １　あり

１　あり　　　　２　なし

 ２　なし

　　　付則
ふそく

　　　この重要事項
じゅうようじこう

説明書
せつめいしょ

は

平成
へいせい

２５年
ねん

　３月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２６年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２６年
ねん

　９月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２７年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２７年
ねん

　１１月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２８年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２９年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

３０年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

令和
れいわ

元
がん

年
ねん

　１０月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

令和
れいわ

３年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

令和
れいわ

５年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

令和
れいわ

６年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

令和
れいわ

８年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

改定
かいてい

平成
へいせい

２３年
ねん

　４月
がつ

１日
にち

より施行
せこう

する。

持
も

ち込
こ

みはご遠慮
えんりょ

いたします。

騒音
そうおん

等
とう

他
ほか

の利用者
りようしゃ

に迷惑
めいわく

になる行為
こうい

はご遠慮
えんりょ

願
ねが

います。

第三者
だいさんしゃ

による評価
ひょうか

の実施
じっし

状況
じょうきょう

実施日
じっしび

評価機関
ひょうかきかん

名称
めいしょう

結果
けっか

の開示
かいじ

消防
しょうぼう

計画
けいかく

等
とう

事業所営業時間内
じぎょうしょえいぎょうじかんない

（平日
へいじつ

８：００～１７：００）の間
あいだ

にお願
ねが

いします。

設備
せつび

・器具
きぐ

の利用
りよう 事業所

じぎょうしょ

内
ない

の設備
せつび

、器具
きぐ

は本来
ほんらい

の用法
ようほう

に従
したが

ってご利用
りよう

下
くだ

さい。これに反
はん

した

ご利
り

用
よう

により破損等
はそんとう

が生
しょう

じた場合
ばあい

、賠償
ばいしょう

していただくことがあります。

全面禁煙
ぜんめんきんえん

ですので、ご協力
きょうりょく

お願
ねが

いします。

非常
ひじょう

時
じ

の対応
たいおう 別途

べっと

定
さだ

める「揖斐川町
いびがわちょう

福祉
ふくし

作業
さぎょう

所
しょ

いずみ　危機
きき

対応
たいおう

マニュアル」により、対応
たいおう

い

たします。

平常
へいじょう

時
じ

の訓練
くんれん 別途

べっと

定
さだ

める「揖斐川町
いびがわちょう

福祉
ふくし

作業
さぎょう

所
しょ

いずみ　防災
ぼうさい

計画
けいかく

」にのっとり、昼間
ひるま

を想定
そうてい

し

た避難
ひなん

・防災
ぼうさい

訓練
くんれん

を、利用者
りようしゃ

の方
かた

も参加
さんか

して実施
じっし

します。



事業所名
じぎょうしょめい

　　  　　指定生活介護
していせいかつかいご

　揖斐川町福祉作業所
いびがわちょうふくしさぎょうしょ

いずみ

管理者名
かんりしゃめい　　

管理者
かんりしゃ

㊞

説明者職名
せつめいしゃしょくめい　　　　　　　　　　　　

サービス管理責任者
かんりせきにんしゃ

神山
こうやま

　渉
わたる

㊞

令和
れいわ

　　年
ねん

　　月
がつ

　　日
にち

利　用　者
　　り　よう　しゃ

　

身元引受人
みもとひきうけにん

指定
してい

生活
せいかつ

介護
かいご

　　　揖斐川町福祉作業所
いびがわちょうふくしさぎょうしょ

いずみ　重要事項説明同意書
じゅうようじこうせつめいどういしょ

私
わたし

は、指定生活
していせいかつ

介護
かいご

揖斐川町福祉作業所
いびがわちょうふくしさぎょうしょ

いずみの重要事項説明書
じゅうようじこうせつめいしょ

の説明
せつめい

を受
う

けて、その内
ないよ

容
う

に同意
どうい

いたしました。

柏尾
はくび

　真道
しんどう

氏　名
し　めい

　　　　　　　　　　　　　㊞

氏　名
し　めい

　　　　　　　　　　　　　㊞



　【別表
　　べっぴょう

】

　利用
りよう

料金
りょうきん

（1）自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

費
ひ

対象
たいしょう

サービスの料金
りょうきん

　介護
かいご

給付
きゅうふ

費
ひ

によるサービスを提供
ていきょう

した際
さい

は、サービス利用
りよう

料金
りょうきん

（厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

の定
さだ

める基準
きじゅん

により算
さん

出
しゅっ

した額
がく

）のうち９割
わり

が介護
かいご

給付
きゅうふ

費
ひ

の給付
きゅうふ

対象
たいしょう

となります。事業者
じぎょうしゃ

が介護
かいご

給付
きゅうふ

費
ひ

等
とう

の給付
きゅうふ

を市町
しまち

から直
ちょく

接
せつ

受
う

け取
と

る（代理
だいり

受領
じゅりょう

）場合
ばあい

、利用者
りようしゃ

負担分
ふたんぶん

として、サービス利用
りよう

料金
りょうきん

全体
ぜんたい

の１割
わり

の額
がく

を事業
じぎょう

者
しゃ

にお支
し

払
はら

いいただきます。（定率
ていりつ

負担
ふたん

または利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

といいます）

　なお、定率負担
ていりつふたん

または利用者負担額
りようしゃふたんがく

の軽減等
けいげんとう

が適用
てきよう

される場合
ばあい

は、この限
かぎ

りではありません。障害
しょうがい

福
ふく

祉
し

サービス受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をご確認
かくにん

ください。

【サービス利用
りよう

料金
りょうきん

】 （円
えん

／日
にち

）

障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

利用
りよう

料金
りょうきん

障害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

利用
りよう

料金
りょうきん

初期
しょき

加算
かさん

送迎
そうげい

加算
かさん

(Ⅰ）

送迎
そうげい

加算
かさん

(重度
じゅうど

）

欠席
けっせき

時
じ

対応
たいおう

加算
かさん

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

上限
じょうげん

額
がく

管理
かんり

加算
かさん

福祉
ふくし

専門
せんもん

職
しょく

配置
はいち

等
とう

加算
かさん

Ⅰ

福祉
ふくし

専門
せんもん

職
しょく

配置
はいち

等
とう

加算
かさん

Ⅱ

平日
へいじつ

：９：００～１５：４５（６時間
じかん

４５分
ふん

）　　※６時間
じかん

以上
いじょう

７時間
じかん

未満
みまん

の場合
ばあい

【利用
りよう

定員
ていいん

11人
にん

以上
いじょう

20人
にん

以下
いか

】

区分
くぶん

6 区分
くぶん

5 区分
くぶん

4 区分
くぶん

3 区分
くぶん

2以下
いか

12,140 9,080 6,290 5,630 5,130

土曜
どよう

日
ひ

：９：００～１３：００（４時間
じかん

）　　※４時間
じかん

以上５時間
じかん

未満
みまん

の場合
ばあい

【利用定員 11人以上 20人以下 】

区分
くぶん

6 区分
くぶん

5 区分
くぶん

4 区分
くぶん

3 区分
くぶん

2以下
いか

7,470 5,580 3,870 3,450 3,160

※各種
かくしゅ

加算
かさん

料金
りょうきん

については、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

に定
さだ

められた給付
きゅうふ

額
がく

とします。

（１単位
たんい

：１０円
えん

）

利用者
りようしゃ

が生活
せいかつ

介護
かいご

事業
じぎょう

の利用
りよう

を開始
かいし

した日
ひ

から起算
きさん

して３０日
にち

以内
いない

の期間
きかん

について、１日
にち

につき所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

を算定
さんてい

できる
３０単位

たんい

/日
にち

１回
かい

の送迎
そうげい

につき平均
へいきん

１０人
にん

以上
いじょう

が利用
りよう

し、かつ、週
しゅう

３回
かい

以
いじょ

上
う

の送迎
そうげい

を実施
じっし

している場合
ばあい

に算定
さんてい ２１単位

たんい

/日
にち

送迎
そうげい

対応
たいおう

する利用者
りようしゃ

のうち、区分
くぶん

５若
も

しくは区分
くぶん

６に該当
がいとう

する者
もの

又
また

はこれに

準
じゅん

ずる者
もの

が利用者
りようしゃ

の数
かず

の合計
ごうけい

数
すう

の１００分
ぶん

の６０以上
いじょう

である場合
ばあい

に算定
さんてい ３０単位

たんい

/日
にち

利用者
りようしゃ

が急病
きゅうびょう

等
とう

により利用
りよう

を中止
ちゅうし

した際
さい

に、連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や相談
そうだん

援助
えんじょ

を行
おこな

った場合
ばあい

に算定
さんてい

（月
つき

４回
かい

まで）
９４単位

たんい

/日
にち

訪問
ほうもん

支援
しえん

特別
とくべつ

加算
かさん

継続
けいぞく

して利用
りよう

する利用者
りようしゃ

が連続
れんぞく

して５日
にち

間
かん

利用
りよう

しなかったときに、職員
しょくいん

が居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

して相談
そうだん

援助
えんじょ

を行
おこな

った場合
ばあい

に算定
さんてい

所要
しょよう

時間
じかん

が１

時間
じかん

未満
みまん １８７単位

たんい

/回
かい

所要
しょよう

時間
じかん

が１

時間
じかん

以上
いじょう ２８０単位

たんい

/回
かい

事業者
じぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

合計
ごうけい

額
がく

の管理
かんり

を行
おこな

った場合
ばあい

に算定
さんてい

１５０単位
たんい

/月
つき

常勤
じょうきん

の生活
せいかつ

支援
しえん

員
いん

のうち、社会
しゃかい

福祉
ふくし

士
し

・介護
かいご

福祉士
ふくしし

・精神
せいしん

保
ほけ

健
ん

福祉士
ふくしし

の資格
しかく

保有者
ほゆうしゃ

３５%以上
いじょう

雇用
こよう

されている場合
ばあい

に算定
さんてい １５単位

たんい

/日
にち

常勤
じょうきん

の生活
せいかつ

支援
しえん

員
いん

のうち、社会
しゃかい

福祉
ふくし

士
し

・介護
かいご

福祉士
ふくしし

・精神
せいしん

保
ほけ

健
ん

福祉士
ふくしし

の資格
しかく

保有者
ほゆうしゃ

２５%以上
いじょう

雇用
こよう

されている場合
ばあい

に算定
さんてい １０単位

たんい

/日
にち



福祉
ふくし

専門
せんもん

職
しょく

配置
はいち

等
とう

加算
かさん

Ⅲ
生活
せいかつ

支援
しえん

員
いん

のうち、常勤
じょうきん

職員
しょくいん

が７５％以上
いじょう

又
また

は勤続
きんぞく

３年
ねん

以上
いじょう

の常勤
じょうきん

職員
しょくいん

が３０%以上
いじょう

雇用
こよう

されている場合
ばあい

に算定
さんてい ６単位

たんい

/日
にち

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

体制
たいせい

加算
かさん

前年度
ぜんねんど

において、生活
せいかつ

介護
かいご

等
とう

を受
う

けた後
のち

就労
しゅうろう

し、６月
がつ

以上
いじょう

就
しゅ

労
うろう

継続
けいぞく

しているものが１名
めい

以上
いじょう

いる場合
ばあい

、所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

にその

前年度
ぜんねんど

実績
じっせき

の人数
にんずう

を乗
じょう

じた単位
たんい

数
すう

を加算
かさん

１８単位
たんい

/日
にち

重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

加算
かさん

（Ⅱ）

生活
せいかつ

支援
しえん

員
いん

のうち２０％以上
いじょう

の基礎
きそ

研修
けんしゅう

修了者
しゅうりょうしゃ

を配置
はいち

し、区
くぶ

分
ん

６かつ行動
こうどう

関連
かんれん

項目
こうもく

１０点
てん

以上
いじょう

の者
もの

に対
たい

して、実践
じっせん

研修
けんしゅう

修
しゅ

了者
うりょうしゃ

作成
さくせい

の支援
しえん

計画
けいかく

シート等
とう

に基
もと

づき個別
こべつ

支援
しえん

を行
おこな

った場合
ばあい

に算定
さんてい

３６０単位
たんい

/日
にち

※個別支援を開始した日から１８０日以内
こべつしえん かいし ひ にちいない

５００単位/日
　　　　　　　　　　たんい　にち

重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

加算
かさん

（Ⅲ）

生活
せいかつ

支援
し え ん

員
いん

のうち２０％以上
いじょう

の基礎
き そ

研修
けんしゅう

修了者
しゅうりょうしゃ

を配置
は い ち

し、区
くぶ

分
ん

４以上
いじょう

かつ行動
こ うどう

関連
かんれん

項目
こ う も く

１０点
てん

以上
いじょう

の者
もの

に対
たい

して、実践
じっせん

研
けん

修
しゅう

修了者
しゅうりょうしゃ

作成
さくせい

の支援
し え ん

計画
けいかく

シート等
と う

に基
もと

づき個別
こ べ つ

支援
し え ん

を行
おこな

った

場合
ば あ い

に算定
さんてい

１８０単位
たんい

/日
にち

※個別支援を開始した日から１８０日以内
こべつしえん かいし ひ にちいない

４００単位
たんい

/日
にち

人員
じんいん

配置
はいち

体制
たいせい

加算
かさん

（Ⅰ）

区分
くぶん

５若
も

しくは区分
くぶん

６に該当
がいとう

する者
もの

又
また

はこれに準
じゅん

ずる者
もの

の総
そう

数
すう

が利用者
りようしゃ

の数
かず

の合計
ごうけい

の１００分
ふん

の６０以上
いじょう

であって、常勤
じょうきん

換算
かんさん

方法
ほうほう

により従業
じゅうぎょう

員
いん

の員数
いんすう

が利用
りよう

者
しゃ

の数
かず

を1.7で除
じょ

して得
え

た数
かず

以上
いじょう

である場合
ばあい

に算定
さんてい

２６３単位
たんい

/日
にち

人員
じんいん

配置
はいち

体制
たいせい

加算
かさん

（Ⅱ）

区分
くぶん

５若
も

しくは区分
くぶん

６に該当
がいとう

する者
もの

又
また

はこれに準
じゅん

ずる者
もの

の総
そう

数
すう

が利用者
りようしゃ

の数
かず

の合計
ごうけい

の１００分
ふん

の５０以上
いじょう

であって、常勤
じょうきん

換算
かんさん

方法
ほうほう

により従業
じゅうぎょう

員
いん

の員数
いんすう

が利用
りよう

者
しゃ

の数
かず

を２で除
じょ

して得
え

た

数
かず

以上
いじょう

である場合
ばあい

に算定
さんてい

２１２単位
たんい

/日
にち

人員
じんいん

配置
はいち

体制
たいせい

加算
かさん

（Ⅲ）

区分
くぶん

５若
も

しくは区分
くぶん

６に該当
がいとう

する者
もの

又
また

はこれに準
じゅん

ずる者
もの

の総
そう

数
すう

が利用者
りようしゃ

の数
かず

の合計
ごうけい

の１００分
ふん

の６０以上
いじょう

であって、常勤
じょうきん

換算
かんさん

方法
ほうほう

により従業
じゅうぎょう

員
いん

の員数
いんすう

が利用
りよう

者
しゃ

の数
かず

を１．８で除
じょ

して

得
え

た数
かず

以上
いじょう

である場合
ばあい

に算定
さんてい

１３６単位
たんい

/日
にち

人員
じんいん

配置
はいち

体制
たいせい

加算
かさん

（Ⅳ）
常勤
じょうきん

換算
かんさん

方法
ほうほう

により従業
じゅうぎょう

員
いん

の員数
いんすう

が利用
りよう

者
しゃ

の数
かず

を２．５で除
じょ

して得
え

た数
かず

以上
いじょう

である場合
ばあい

に算定
さんてい ３８単位

たんい

/日
にち



利用者
りようしゃ

負担
ふたん

に関
かん

する月
げつ

額
がく

上限
じょうげん

　障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの定率
ていりつ

負担
ふたん

は、所得
しょとく

に応
おう

じて次
つぎ

の４区分
くぶん

の負担上限月額
ふたんじょうげんげつがく

が設定
せってい

され、ひと月
つき

に利用
りよう

したサー

ビス量
りょう

にかかわらず、それ以上
いじょう

の負担
ふたん

は必要
ひつよう

ありません。

区
く

　分
ぶん

生活
せいかつ

保護
ほご

低所得
ていしょとく

一般
いっぱん

２

（注
ちゅう

1）3人世帯
にんせたい

で障害基礎年金1級受給の場合
しょうがいきそねんきん1きゅうじゅきゅう　ばあい

、収入
しゅうにゅうおおむ

が概ね300万円以下
まんえんいか

の世帯
せたい

が対象
たいしょう

となります。

（注
ちゅう

2）収入
しゅうにゅうおおむ

が概ね６７０万
まん

円
えん

以下
いか

の世帯
せたい

が対象
たいしょう

となります。

福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

処遇
しょぐう

改善
かいぜん

加
かさ

算
ん

（Ⅰ）

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める基準
きじゅん

に適合
てきごう

している福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

等
とう

の賃金
ちんぎん

の改善
かいぜん

等
とう

を実施
じっし

しているものとして都道府県
とどうふけん

知事
ちじ

に届
とど

け出
で

た事業
じぎょう

所
しょ

に対
たい

して算定
さんてい

所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

に　　

８．１％を乗
じょう

じ

た単位数
たんいすう

で算定
さんてい

福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

処遇
しょぐう

改善
かいぜん

加
かさ

算
ん

（Ⅱ）

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める基準
きじゅん

に適合
てきごう

している福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

等
とう

の賃金
ちんぎん

の改善
かいぜん

等
とう

を実施
じっし

しているものとして都道府県
とどうふけん

知事
ちじ

に届
とど

け出
で

た事業
じぎょう

所
しょ

に対
たい

して算定
さんてい

所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

に　　

８．０％を乗
じょう

じ

た単位数
たんいすう

で算定
さんてい

福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

処遇
しょぐう

改善
かいぜん

加
かさ

算
ん

（Ⅲ）

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める基準
きじゅん

に適合
てきごう

している福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

を

中心
ちゅうしん

とした従業
じゅうぎょう

者
しゃ

の賃金
ちんぎん

の改善
かいぜん

等
とう

を実施
じっし

しているものとして

都道府県
とどうふけん

知事
ちじ

又
また

は市町村
しちょうそん

長
ちょう

に届
とど

け出
で

た事業
じぎょう

所
しょ

に対
たい

して算定
さんてい

所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

に　　

６．７％を乗
じょう

じ

た単位数
たんいすう

で算定
さんてい

福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

処遇
しょぐう

改善
かいぜん

加
かさ

算
ん

（Ⅳ）

厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める基準
きじゅん

に適合
てきごう

している福祉
ふくし

・介護
かいご

職員
しょくいん

を

中心
ちゅうしん

とした従業
じゅうぎょう

者
しゃ

の賃金
ちんぎん

の改善
かいぜん

等
とう

を実施
じっし

しているものとして

都道府県
とどうふけん

知事
ちじ

又
また

は市町村
しちょうそん

長
ちょう

に届
とど

け出
で

た事業
じぎょう

所
しょ

に対
たい

して算定
さんてい

所定
しょてい

単位
たんい

数
すう

に　　

５．５％を乗
じょう

じ

た単位数
たんいすう

で算定
さんてい

世帯
せたい

の収入状況
しゅうにゅうじょうきょう

月
げつ

額
がく

負担
ふたん

上限額
じょうげんがく

生活
せいかつ

保護
ほご

受給
じゅきゅう

世帯
せたい

0円
えん

市町村民税
しちょうそんみんぜい

非課税
ひかぜい

世帯
せたい

（注
ちゅう

1） 0円
えん

一般
いっぱん

１
市町村民税課税世帯

しちょうそんみんぜいかぜいせたい

（所得
しょとく

割
わり

16万
まん

円
えん

（注
ちゅう

2）未満
みまん

）
9,300円

えん

※入所施設利用者
にゅうしょしせつりようしゃ

（20歳
さい

以上
いじょう

）、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ利用
りよう

者
しゃ

を除
のぞ

きます（注
ちゅう

3）。

上記
じょうき

以外
いがい

37,200円
えん



（注
ちゅう

3）入所施設利用者
にゅうしょしせつりようしゃ

（20歳以上
さいいじょう

）、グループホーム利用者
りようしゃ

は、市町村民税課税世帯の場合
しちょうそんみんぜいかぜいせたい　ばあい

、「一般
いっぱん

2」となります。

所得
しょとく

を判断
はんだん

する際
さい

の世帯
せたい

の範囲
はんい

は、次
つぎ

のとおりです。

（2）自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

費
ひ

対象
たいしょう

外
がい

サービスの料金
りょうきん

　７.サービスの内容
ないよう

の（２）自立支援
じりつしえん

給付費
きゅうふひ

対象外
たいしょうがい

サービスに従
したが

ってを徴収
ちょうしゅう

いたします。

（3）利用
りよう

料金
りょうきん

のお支払
しはらい

方法
ほうほう

　前
ぜん

記
き

（1）（2）の料金
りょうきん

は１ヶ月
げつ

ごとに計算
けいさん

し、翌月
よくげつ

の１０日
にち

までにご請求
せいきゅう

しますので、２０日
にち

までに以下
いか

の方法
ほうほう

でお支払
しはらい

い下
くだ

さい。

　　指定
してい

口座
こうざ

への振込
ふりこみ

み 大垣共立銀行
おおがききょうりつぎんこう

　揖斐
いび

支店
してん

　当座
とうざ

　ＮＯ．５１８０５

社会福祉法人大和社会福祉事業
しゃかいふくしほうじんだいわしゃかいふくしじぎょう

センター　理事長
りじちょう

　大岩
おおいわ

　寿
す

喜
き

子
こ

障害児
しょうがいじ

保護者
ほごしゃ

の属
ぞく

する住民
じゅうみん

基本
きほん

台帳
だいちょう

での世帯
せたい

（施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

する18、19歳
さい

を含
ふく

む）

種
しゅ

　別
べつ

世帯
せたい

の範囲
はんい

18歳
さい

以上
いじょう

の障害者
しょうがいしゃ

障害
しょうがい

のある方
かた

とその配偶者
はいぐうしゃ

（施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

する18、19歳
さい

を除
のぞ

く）
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